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問
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問
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一
般
質
問

地
域
活
動
拠
点
に
つ
い
て

都
市
計
画
道
路
の

整
備
に
つ
い
て

超
過
疎
化
に
よ
る

消
滅
可
能
性
自
治
体
に
つ
い
て

荒
川
議
員　

市
民
意
識
調

査
の「
充
実
度
」「
重
要
度
」の

部
分
に
つ
い
て
、協
働
・
行
政

経
営
が
重
要
と
受
け
取
っ

た
人
は
８
〜
９
割
。充
実
度

に
つ
い
て
は
、
約
４
割
の
人

が「
充
実
し
て
い
な
い
」と
い

う
回
答
。協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
に
は
、意
識
改
革

と
と
も
に
協
働
の
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
。こ
れ
ま
で
も

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動
拠
点
整
備
の
必
要
性
と
あ
り

方
が
問
わ
れ
て
き
た
が
、
小
さ
な
市
役
所
を
目
指
す
な
か

で
、今
後
活
動
拠
点
を
ど
う
す
る
の
か
取
り
組
み
を
伺
う
。

不
嶋
市
長　

人
口
減
少
な
ど
地
域
を
維
持
し
て
い
く
こ
と

が
困
難
な
状
況
で
、こ
れ
か
ら
の
公
民
館
は
、社
会
教
育
に

と
ど
ま
ら
ず
、地
域
防
災
、あ
る
い
は
地
域
福
祉
や
ま
ち
づ

く
り
な
ど
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
問
題
に
対

応
し
て
い
く
拠
点
に
な
っ
て
ほ
し
い
。公
民
館
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
化
は
行
財
政
改
革
３
次
プ
ラ
ン
に
位
置
付
け
た
も

の
で
、
現
在
何
を
ど
の
よ
う
に
地
域
の
皆
さ
ん
で
協
働
し

て
や
る
の
か
、
地
域
に
残
す
仕
事
は
何
な
の
か
検
討
し
て

い
る
。今
後
は
市
民
の
方
々
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
内
容

に
し
て
、
28
年
に
は
プ
ラ
ン

に
沿
っ
て
計
画
ど
お
り
実

施
し
て
い
き
た
い
。

礒
貝
議
員　

万
行
土
地
区

画
整
理
事
業
地
内
に
あ
る

都
市
計
画
道
路
の
路
線
番

号
３
・
２
・
１
の
通
称
外
環

状
道
路
に
つ
い
て
、
通
常
自

治
体
が
事
業
認
可
を
取
得

し
国
庫
補
助
事
業
と
し
て

区
画
整
理
組
合
に
工
事
を
委
託
し
て
整
備
が
進
め
ら
れ

て
き
た
と
思
う
が
、
都
市
計
画
道
路
網
の
新
た
な
構
築
お

よ
び
長
期
未
着
工
道
路
の
見
直
し
に
よ
る
適
正
な
形
成

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
２
０
１
０
年
度
に
七
尾
市
総
合
交

通
体
系
調
査
が
行
な
わ
れ
、
多
く
の
路
線
が
見
直
し
の
対

象
と
な
り
、外
環
状
道
路
も
含
ま
れ
て
い
る
。こ
の
道
路
の

土
地
は
七
尾
市
が
用
地
買
収
し
た
土
地
な
の
か
伺
う
。

端
建
設
上
下
水
道
部
長　

万
行
土
地
区
画
整
理
事
業
内

の
都
市
計
画
道
路
外
環
状
線
の
用
地
は
、
事
業
主
体
が
組

合
で
あ
る
た
め
、市
は
買
収
を
し
て
い
な
い
。そ
の
道
路
用

地
は
、土
地
区
画
整
理
事
業
に
お
け
る
公
共
減
歩
、い
わ
ゆ

る
区
域
内
の
地
権
者
が
少
し
ず
つ
土
地
を
出
し
合
い
、
公

共
施
設
の
用
地
に
充
て
、
道
路
や
公
園
な
ど
の
整
備
を
組

合
が
行
な
っ
て
い
る
。

山
崎
議
員　

人
口
減
少
が

進
む
な
か
で
各
地
域
で
担

い
手
が
不
足
し
、
祭
り
自
体

が
開
催
出
来
な
い
危
機
に

あ
る
。そ
う
い
う
な
か
で
行

政
と
し
て
将
来
３
６
，０
０
０

人
ほ
ど
の
人
口
を
想
定
し
た
と
き
に
、
担
い
手
確
保
に
つ

い
て
地
域
と
協
力
し
て
考
え
て
い
く
時
期
に
来
て
い
る

と
思
う
が
、ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
伺
う
。ま
た
、祭
り

の
担
い
手
バ
ン
ク
と
い
う
形
で
全
国
か
ら
広
く
人
材
を

募
る
な
ど
お
金
以
外
の
行
政
支
援
を
ま
ず
考
え
る
べ
き

だ
と
思
う
が
意
見
を
伺
う
。

不
嶋
市
長　

例
え
ば
公
民
館
単
位
と
い
っ
た
範
囲
で
現

在
で
も
広
い
エ
リ
ア
で
お
互
い
に
助
け
合
う
仕
組
み
は

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。現
在
、
県
内
外
の
大
学
が

研
究
の
一
環
と
し
て
、
地
域
に
入
っ
て
祭
り
を
支
え
る
担

い
手
に
も
な
っ
て
い
る
事
例
が
あ
る
。伝
統
行
事
を
保

存
・
継
承
す
る
た
め
に
も
そ
う
い
っ
た
仕
組
み
や
バ
ン
ク

の
よ
う
な
も
の
を
作
っ
て
い
く
時
代
に
き
て
い
る
と
感

じ
て
お
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
相
談
し
な
が
ら
進
め
て
い

き
た
い
と
思
う
。

荒
川 

一
義 

議
員（
礎
）

礒
貝 

和
典 

議
員（
無
所
属
）

山
崎 

智
之 

議
員（
市
民
ク
ラ
ブ
）

分
煙・ポ
イ
捨
て
条
例
等
に
つ
い
て

永
崎
議
員　
「
石
川
県
健
康

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
２
０
１
３
」で

は
、
２
０
１
７
年
ま
で
に
禁

煙・分
煙
１
０
０
％
を
掲
げ
て

い
る
。市
の
公
共
施
設
で
こ
の

目
標
は
達
成
可
能
か
伺
う
。

北
谷
健
康
福
祉
部
長　

平

成
29
年
に
は
県
の
目
標
ど
お
り
達
成
し
た
い
。

永
崎
議
員　

ポ
イ
捨
て
条
例
施
行
に
あ
た
り
市
民
へ
の

Ｐ
Ｒ
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。ま
た
、
不
法
行
為
に
対
す
る

罰
則
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
対
応
に
つ
い
て
伺

う
。さ
ら
に
条
例
を
推
進
、
マ
ナ
ー
向
上
推
進
員
の
設
置

に
つ
い
て
も
考
え
を
伺
う
。

登
美
市
民
生
活
部
長　

６
月
中
に
条
例
施
行
規
則
を
策

定
し
、
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知
し
、
さ
ら
に
町

会
連
合
会
等
で
も
説
明
を
行
う
。罰
則
は
、
七
尾
市
が
行

う
も
の
で
、
市
民
か
ら
の
通
報
で
職
員
が
違
反
者
に
対
し

て
指
導
・
勧
告
を
行
う
。さ
ら
に
改
善
命
令
に
従
わ
な

か
っ
た
場
合
は
市
が
通
知
書
を
も
っ
て
罰
則
の
過
料
を

科
す
。条
例
推
進
の
指
導
員
な
ど
は
、
環
境
美
化
指
導
員

と
し
て
市
環
境
課
職
員
７
名
と
不
法
投
棄
監
視
員
47
名
、

さ
ら
に
市
民
か
ら
公
募
し

た
環
境
美
化
指
導
委
員
を

設
置
し
て
い
き
た
い
。

永
崎 

陽 

議
員（
灘
会
）

交
流
人
口
拡
大
施
策
の

経
済
効
果

松
本
議
員　

昨
年
度
、
世
界

農
業
遺
産
世
界
会
議
、
全
国

農
業
担
い
手
サ
ミ
ッ
ト
、
全

国
名
水
サ
ミ
ッ
ト
、
能
登
演

劇
堂
ロ
ン
グ
ラ
ン
公
演
の

ほ
か
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い

る
能
登
和
倉
万
葉
の
里
マ

ラ
ソ
ン
、
さ
ら
に
サ
ッ
カ
ー
を
中
心
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
合

宿
な
ど
数
多
く
の
交
流
人
口
拡
大
施
策
が
行
わ
れ
た
。平

成
25
年
度
の
実
績
と
経
済
効
果
に
つ
い
て
伺
う
。

小
川
産
業
部
長　

世
界
農
業
遺
産
世
界
会
議
な
ど
大
き
な

会
議
が
４
件
行
わ
れ
、１
，８
１
０
人
の
参
加
で
延
べ
２
，

２
０
０
人
が
宿
泊
。文
化
面
で
は
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト

の
能
登
演
劇
堂
ロ
ン
グ
ラ
ン
公
演
な
ど
２
件
で
１
４
，
４

２
８
人
の
入
り
込
み
で
延
べ
３
，４
８
７
人
の
宿
泊
。能
登

和
倉
万
葉
の
里
マ
ラ
ソ
ン
や
サ
ッ
カ
ー
な
ど
の
合
宿
を
含

め
た
ス
ポ
ー
ツ
関
係
の
参
加
者
は
１
０
９
，９
３
９
人
で

３
５
，４
０
０
人
超
が
七
尾
に
宿
泊
。経
済
波
及
効
果
に
つ

い
て
は
、ト
ー
タ
ル
で
参
加
者
数
約
12
万
６
千
人
、延
べ
宿

泊
４
万
１
千
人
、総
消
費
額
は
９
億
４
千
万
。こ
れ
に
基
づ

く
経
済
波
及
効
果
は
19
億
３
千
万
円
と
算
出
。今
後
も
誘

致
を
積
極
的
に
行
い
、
交
流

人
口
の
拡
大
に
つ
な
げ
る
。

松
本 

精
一 

議
員（
礎
）

土
砂
災
害
防
止
対
策
に
つ
い
て

岡
部
議
員　

七
尾
市
に
お

い
て
は
毎
年
の
よ
う
に
局

地
的
な
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、

河
川
の
氾
濫
、
家
屋
の
床

上
・
床
下
浸
水
な
ど
の
災
害

が
起
き
て
い
る
。ま
た
、
豪

雨
に
よ
っ
て
崖
崩
れ
や
土
石
流
、
地
滑
り
な
ど
の
土
砂
災

害
は
凄
ま
じ
い
破
壊
力
を
持
ち
、
土
砂
が
多
く
の
人
命
や

家
屋
を
な
ど
の
財
産
を
奪
う
恐
ろ
し
い
災
害
で
、
全
国
的

に
数
多
く
発
生
し
て
い
る
。七
尾
市
で
は
土
砂
災
害
危
険

区
域
が
３
８
１
箇
所
、
そ
の
う
ち
特
別
警
戒
区
域
は
３
２

４
箇
所
で
あ
る
。危
険
個
所
の
重
点
個
所
の
整
備
率
に
つ

い
て
伺
う
。

不
嶋
市
長　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
つ
い
て
は
、
石
川
県

は
平
成
18
年
か
ら
25
年
に
か
け
て
七
尾
市
内
全
域
を
カ

バ
ー
す
る
３
７
０
箇
所
の
指
定
を
終
え
た
と
こ
ろ
。七
尾

市
の
土
砂
災
害
危
険
個
所
に
お
け
る
重
点
個
所
は
２
１
５

箇
所
。対
策
事
業
は
石
川
県

の
事
業
で
、
整
備
済
は
52
箇

所
、整
備
率
は
24
％
で
す
。

岡
部 
俊
行 
議
員（
灘
会
）

そ
の
他
の
質
問
項
目

■
畠
山
文
化
を
活
か
し
た

　

ま
ち
づ
く
り

■
シ
ン
ボ
ル
を
活
か
し
た

　

ま
ち
づ
く
り

そ
の
他
の
質
問
項
目

■
原
子
力
災
害
避
難
計
画

■
医
療
・
介
護
総
合
法
案

■
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
制
度

■
万
行
遺
跡
整
備

■
就
学
援
助
制
度

そ
の
他
の
質
問
項
目

■
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

■
曳
山
会
館
建
設
基
金
等
の

見
直
し

そ
の
他
の
質
問
項
目

■
公
共
事
業
入
札
対
応

■
七
尾
市
の
Ｉ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ

整
備

■
高
齢
者
対
応

そ
の
他
の
質
問
項
目

■
第
６
期
老
人
福
祉
お
よ
び

介
護
保
険
事
業
計
画

■
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

■
市
内
の
公
園
ト
イ
レ

■
臨
時
福
祉
給
付
金
と
子
育
て

世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

そ
の
他
の
質
問
項
目

■
土
砂
災
害
防
止
法
に
よ
る

土
地
評
価

■
若
者
の
定
住
拡
大
の
た
め

の
優
遇
措
置

高階公民館不法投棄のごみ

七尾祇園祭能登和倉万葉の里マラソン

豪雨による土砂災害 万行土地区画整理事業地内
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